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i 、ったあらゆる場面で課題となっている υ こうした状況を背景にして、費用一便益分析に
基づくリスケ論や、リスクの確率論、選択の自由に伴うリスク論などが展開されているJL




































































A方、 ドイツの地球変動に関する諮問会議 (GennanAdvisory Cowlcil on Global Change 
(WBGUl)が地球環境のリスク管理のため、 1998年にリスクの評価基準の問題に取り組み、
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表 1 WBGUによるリスクの評価基準
No. リスク評価基準 慨をE
t員吉uJf'，Ut (Extent ofdamag己) 死亡、負傷、 't二産量低減淳、自然単位系で山悪影響
今 発生確ヰ~ (Probability OfOCC1I1Tence) 離散士たはi主主主損失閑数山相対度数ω推定
戸J、 不確実性(Jncertitude) nなる不確実性ぴJ構成要ぷぴ)全体的な指標一
4 i国{l:(Ubiquityl i替化的慣富山地理的分散(世代内正義)
5 持続性 (Persistenιy) 出イf.的十員害ぴ)時間的分散(世代間正義)














tl¥lJ!lJ WBGlI ，11"World in Transition: Strategies for Managing Global Emironmental Risks" (1 1j9~) 皮()、 Andreas Iくlinke:王ノシ
}I司、只temicRisks as Challcngc for Policy Making in Risk Gmcmance司"(2006)1、1)
表2 WBGUの分類に上るリスクの領域
No リスクの領域 特徴 つ損害の確率分布に閲する 1~確実性叫い 全般に大異変を起こす可能性がU い、|







(Transition area) jfi(旧..t:-結果υ)因果関係をtwin1j寸る合理的根拠がある、 f;正行為や社会的心坪r.uj要!
閃ぴ)分布を認誠寸る二 I~ んリソ衝突べJ動揺U)大きな可能村が見合計 l る(移住、花
絶、抗抗、レジスタンス写)
直l レ，\ I~ 1)リスクに、さ 1)に、日而を好転させるチャLスカq，たん寸利益が小さ
し、か古 L く 11その期l~rrまが小さいことが杭J~)れ 1"]" 、または、 リスクの 2つぴ)構!戊
干主111メ:域
要素に上って生み出される L山が極端なしベルに到達すろ場行に、リスクは禁止




























































































































































連続する大災害への対応を考えるという体制は、ギボンズによるモード、 2型の研究 161 に
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てることは不可能で‘ある l つ主~)、(J )どうすれば国家財政を破たんさせずに但興できるか、
' ~\=-h までになし、形の国債発行などの対応が必要なので'(tなし、か、主た、それは可能カミど
うか(例えば、金利は支払われるがJC本It返済されない「永久凶債jや、返済主で 50年以









課題をもたんした 21 之の伶 2011年の 10月カミら 12月にかけてケイで洪水が発生L、円
本の白動車産業やエレクトロニクス産業l士巨大自然災害が連続Lて発生することによる損
害を実際に体験寸ること土なった 2~-2-l 、 各企業におし、て低調であるといわれる事業継続計
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